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岡
山
県

　
二
刀
流
の
元
祖
と
言
え
ば
宮
本

武
蔵
、
か
つ
て
大
阪
夏
の
陣
で
水

野
勝
成
に
仕
え
た
武
蔵
は
、
島
原

の
乱
に
向
か
う
途
中
に
福
山
城
に

寄
り
勝
成
に
挨
拶
し
た
と
言
う
。

そ
の
際
に
腰
掛
け
た
石
が
「
武
蔵

腰
掛
石
」
と
し
て
備
後
護
国
神
社

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
二
刀
流
と

二
足
の
草
鞋
は
似
て
い
る
が
、
後

者
は「
博
打
打
ち
と
岡
っ
引
き
」の

よ
う
に
相
反
す
る
二
つ
の
職
業
を

や
る
例
で
、
前
者
は
双
方
向
分
野

で
の
活
躍
を
意
味
す
る
そ
う
だ
。

　
と
こ
ろ
で
私
の
母
・
大
田
祥
子

も
二
刀
流
だ
っ
た
。
医
師
と
し
て

登
山
家
と
し
て
両
方
と
も
完
璧
に

こ
な
し
て
い
た
。
し
か
も
旧
姓
は

「
大
谷
祥
子
」
で
あ
り
、
今
を
時
め

く
大
谷
翔
平
と
同
姓
で
あ
り
縁
を

感
じ
る
。
登
山
を
始
め
た
の
は
40

歳
頃
か
ら
で
、
当
時
か
ら
将
来
は

エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
り
た
い
と
言
っ

て
い
た
。
家
族
の
誰
も
本
気
に
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
努

力
と
鍛
錬
に
よ
り
63
歳
で
日
本
人

女
性
と
し
て
は
６
人
目
の
登
頂
に

成
功
し
た
。

　
大
谷
選
手
も
二
刀
流

に
挑
戦
し
た
当
初
は
並

み
い
る
評
論
家
か
ら
「
絶

対
無
理
」
と
酷
評
さ
れ
て

い
た
。
今
の
活
躍
を
見
て

の
感
想
を
聞
い
て
み
た

い
。
プ
ロ
の
ス
カ
ウ
ト
に

言
わ
せ
れ
ば
野
球
の
遺

伝
子
は
母
方
の
祖
父
か

ら
来
る
そ
う
だ
。
大
谷
選
手
の
祖

父
も
エ
ー
ス
で
４
番
だ
っ
た
。
実

は
私
の
祖
父
・
大
谷
熊
夫
は
農
業

指
導
員
で
あ
り
、
私
に
も
農
業
遺

伝
子
が
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
私
は
13
年
前
に
山
野
町
の
耕
作

放
棄
地
に
ぶ
ど
う
の
苗
木
を
植
え
、

８
年
前
に
福
山
で
最
初
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
開
業
し
た
。
そ
の
際
に
備

後
護
国
神
社
に
参
拝
し
て
静
か
に

武
蔵
腰
掛
石
に
座
り
瞑
想
し
た
覚

え
が
あ
る
。
二
刀
流
の
兼
業
議
員

に
な
っ
て
農
業
や
経
済
活
動
の
苦

労
を
身
を
も
っ
て
体
験
で
き
た
し
、

こ
の
３
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
も
十
分

に
味
わ
っ
た
。
こ
の
体
験
は
議
会

活
動
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
ワ
イ
ン
の
評
価

も
年
々
高
ま
り
、な
ん
と
G
7
サ

ミ
ッ
ト
で
富
士
の
夢
（
赤
）
と
北

天
の
雫
（
白
）
が
提
供
さ
れ
た
。

　
皆
様
も
二
刀
流「
半
農
半
Ｘ
」に

挑
戦
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。
こ

の
ま
ま
で
は
日
本
の
農
業
は
近
い

将
来
壊
滅
す
る
が
、
皆
様
の
二
刀

流
で
な
ん
と
か
喰
い
止
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
際
に
は
備
後
護

国
神
社
に
参
拝
し
、
武
蔵
腰
掛
石

に
座
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

　
〔
公
財
〕岡
山
県
産
業
振
興
財

団
（
岡
山
市
北
区
芳
賀
）
は
、６

月
７
日
〔
水
〕
午
後
１
時
30
分

―
４
時
に
、
県
内
自
動
車
関
連

企
業
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業

「
自
動
車
産
業
『
ミ
カ
タ
』
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
セ

ミ
ナ
ー
と
個
別
相
談
会
を
岡
山

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
同
市
中
区
浜

２
―
３
―
12
）・４
階
鶴
鳴
の
間
で

開
催
す
る
。
参
加
無
料
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
経
済

産
業
省
委
託
事
業
と
し
て
は
じ

め
ら
れ
た
「
令
和
５
年
度
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
事

業
転
換
支
援
事
業
」。同
事
業
の

制
度
説
明
お
よ
び
自
動
車
関
連

産
業
の
最
新
動
向
を
伝
え
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
。

【
開
会
】【
制
度
説
明
】
担
当
：

中
国
経
済
産
業
局
地
域
経
済
部

製
造・情
報
産
業
課
参
事
官（
自

動
車
関
連
産
業
担
当
）・
中
野
仲

二
氏
【
事
業
紹
介
「
地
域
支
援

拠
点
（
岡
山
県
）
及
び
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｉ
Ｔ
知
財
総
合
支
援
窓
口
の
事

業
紹
介
」】
担
当
：
岡
山
県
産
業

振
興
財
団
【
講
演
「
Ｅ
Ｖ
関
連

部
品
の
最
新
動
向
」】講
師：〔
一

社
〕
日
本
自
動
車
部
品
工
業
会

　
技
術
担
当
顧
問
・
松
島
正
秀

氏
【
個
別
相
談
会
】。

　
講
演
内
容
は
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
や
自
動
運
転
、電
動
化
の

技
術
革
新
に
よって
変
革
す
る
自

動
車
産
業
と
自
動
車
部
品
の
動

向
。
相
談
会
で
は
自
動
車
メ
ー

カ
ー
Ｏ
Ｂ
の
同
財
団
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
対
応
す
る
。

　
参
加
希
望
者
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
申
込
書
を
入
手

し
、
６
月
５
日
〔
月
〕
午
後
５

時
ま
で
に
申
し
込
む
。
問
い
合

わ
せ
は
同
財
団
も
の
づ
く
り
支

援
部
・
も
の
づ
く
り
支
援
部
研

究
開
発
支
援
課
（
電
０
８
６
・

２
８
６
・
９
６
５
１
、E-m

ail 
jidousya@

optic.or.jp

）
の
入

江
さ
ん
、
坂
田
さ
ん
、
安
達
さ

ん
へ
。

大田祐介（福山市議会議員）

コラム　毎月 1日号に掲載

二
刀
流
の
ス
ス
メ

№141

６/７にミカタ Pのセミナー
自動車関連企業を支援

メーカー OB による相談も

岡山県産業振興財団


